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論 文 内 容 の 要 旨 
 ネギや玉ネギなどに代表されるAllium 属植物に対して甚大な被害を及ぼすネギ黒斑病の病原菌として
Alternaria porri (Ellis) Ciferriが知られている。本菌の二次代謝産物に関してはいくつかの報告があるも
のの、植物毒素の実体は未だ明らかになっていない。本研究においては、A. porriの生産する新規植物毒素を
単離、構造決定し、それらの構造活性相関を明らかにするとともに、高速、高感度分析法を確立した。さらに、
植物毒素が示す抗ガン活性に注目し、その発現における構造活性相関について検討した。 
 A. porriの培養濾液より毒素分子を単離した。種々機器分析の結果、本分子が新規の構造を有するイソイン
ドリン化合物であることを明らかにし、porritoxinと命名した。ひきつづき、A. porriの生産するporritoxin
類縁化合物の簡易分析法について検討した。LC/PAD/APCI-MSを用いることにより、高感度の同時分析システム
を開発することができた。本分析法によって、A. porriが生育栄養源の違いに応じてイソインドリンおよびフ
タリドタイプの化合物と1, 2-ベンゼンジメタノールタイプの化合物を選択的に生産する事実を見いだした。さ
らに、植物毒素としてのporritoxinの構造活性について検討したところ、N-アルキル基およびそれに付着する
ヒドロキシ基が活性発現に寄与していることを明らかにした。A. porriの培養濾液より、植物の光リン酸化に
影響を及ぼす毒素成分としてtentoxin、およびその類縁化合物であるisotentoxin、dihydrotentoxinを単離、
同定した。これら毒素分子についても、LC/APCI-MSによる高感度の同時分析法を確立するなどA. porriによる
植物毒素生産に関する今後の研究に道を開いた。 
 抗発癌プロモーターの一次スクリーニング法として知られるエプスタイン－バールウィルス活性化抑制試験
において、porritoxinおよび6-(3’,3’-dimethylallyloxy)-4-methoxy-5-methylphthalideにβ-カロテンを上まわ
る強い活性を見いだした。ヒドロキシエチル基、プレニルオキシ基、メチル基、メトキシ基の内の少なくとも
１つの置換基が本活性の発現に必須であることを明らかにした。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文はAlternaria porri (Ellis) Ciferriの感染に起因するネギ黒斑病の原因毒素の単離、構造決定、な
らびにその毒性における構造活性相関に関するものでる。加えて、本論文は類縁化合物の網羅的解析手法の開
発ならびに毒素の一つに見だされた抗ガン活性の解析結果を含んでいる。 
 まず、A. porriの培養濾液より毒素分子を単離するとともに、本分子が新規の構造を有するイソインドリン
化合物であることを明らかにした。また、LC/PAD/APCI-MSを用いることによりporritoxinと命名した本分子な
らびに本分子の類縁化合物を網羅的に解析したところ、同病原性糸状菌が栄養源の違いに応じてイソインドリ
 － 317 －
ンおよびフタリドタイプの化合物と1, 2-ベンゼンジメタノールタイプの化合物を選択的に生産するという興
味深い事実を見いだしている。さらに、porritoxinの毒性と構造との関係について詳細な検討をおこなった結
果、N-アルキル基およびそれに付着するヒドロキシ基が活性発現に寄与しているとの結論を得るにいたった。
A. porriの培養濾液から新たに植物の光リン酸化に影響を及ぼす毒素成分としてtentoxinならびにその類縁化
合物であるisotentoxiおよびdihydrotentoxinの単離、同定にも成功している。一方、動物細胞に対する
porritoxin類の生理活性に注目したところ、porritoxinおよび6-(3’, 3’-dimethylallyloxy)-4-methoxy-5- 
methylphthalideにβ-カロテンを上まわる強い発ガンプロモーター活性を見いだした。本活性の発現において
は、ヒドロキシエチル基、プレニルオキシ基、メチル基、メトキシ基の内の少なくとも１つの置換基が必須で
あることなどの重要な発見が見られる。 
 以上のように、本研究はネギ黒斑病にまつわる毒素およびその類化合物の生理活性について広範かつ詳細な
検討を行い、多くの価値ある成果をあげている。よって、生体低分子機能学の分野において寄与するところが
大きく、博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
